
地域共生社会の在り方検討会議（第１回）

令和６年６月２７日 資料２

地域共生社会の在り方検討会議での
「議論の視点（案）」等について



本検討会議での議論の視点（案）①

本検討会議では、以下の課題について議論し、各課題について論点及び対応案の整理を行うこととしては如何か。

①地域共生社会の実現に向けた取組について

◼ 包括的支援体制の整備の現状と今後の在り方について

• 包括的支援体制整備と重層事業の関係性

• 包括的支援体制整備における都道府県の役割

◼重層的支援体制整備事業の現状と今後の在り方について

• 重層事業のこれまでの取組状況等の実態把握・効果検証やその方策、

財源の在り方を含む持続可能な制度設計

• 生活困窮者自立支援制度と重層事業との関係

◼分野横断的な支援体制づくり・地域づくりの促進等について

• 福祉分野内、福祉分野外の類似施策や関係施策との連携

• 災害時の被災者支援との連携

②地域共生社会における、身寄りのない高齢者等が

抱える課題等への対応について

◼身寄りのない高齢者等が抱える生活上の課題への支援の在り

方について

• 生活上の課題（身元保証、日常生活支援、死後事務の処理等）につい

て、既存の各施策も踏まえた、必要な支援の在り方（相談対応、資力

がない者への対応など）

◼身寄りのない高齢者等を地域で支える体制の在り方について

• 地域におけるネットワーク構築の推進の方策等

• 他制度における地域ネットワーク体制との連携・協働の在り方
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本検討会議での議論の視点（案）②

本検討会議では、以下の課題について議論し、各課題について論点及び対応案の整理を行うこととしては如何か。

③成年後見制度の見直しに向けた司法と福祉との連携

強化等の総合的な権利擁護支援策の充実について

◼ 法制審議会における議論等（法定後見制度の開始・終了等に関する

ルールの在り方等の見直し）も見据えた、総合的な権利擁護支援策

の充実の方向性等について

• 新たな連携・協力体制の構築による生活支援や意思決定支援の在り方

• 「中核機関」（※）に求められる役割及びその位置付け

※権利擁護支援の地域連携ネットワークのコーディネートを担う中核的な機関・体制

④その他の論点について

◼その他

• 社会福祉法人・社会福祉連携推進法人の地域共生社会の担い手と

しての役割や経営の協働化・大規模化等
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想定される今後のスケジュール（案）

本検討会議としては、令和７年度夏頃を目途に一定の結論を得ることを想定。

令和６年度

第１回（６月27日） ・事務局からの、関係施策に関する現状報告

・今後の主な論点とスケジュール案について

第２回～年末頃

（月１回程度開催）

・有識者・自治体等からのヒアリング等

令和６年度末まで ・中間的な論点整理を実施

令和７年度

４月～夏頃まで ・とりまとめに向けた議論

令和７年夏目途 ・検討会議とりまとめ

令和７年夏以降 ・関係審議会で議論
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